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"-' I 0月の人口動態~

男 8.754人
女 9.480人
計 18.234人

世帯数 4.155 
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グ員 12住金 日明権問し Xこり安;えね:。雪重量
3担な) みがは
1とりはよと社金 いがなす度の、も全に 来制 て で来る向のて同ん政国

議教 役 《 あ ま 保 う お 会 は 国 ま と し る に 年 ど れ 国 ょた度、そすたた上維、連な治民
会育場 Jわせ険にな保他民しとくよ加金れな民っ こ が こ う 。 も め を 持 生 帯 が の ー
総長建》せん料被じ険の年たのみう入制かくがてと出のし の出図と活し共決人
務設 3
委 E果《はたの納に保せ福れ場あすれ存福金にーけ収 で に なにめつい障って
員 長{受と何めな険つ祉ば合るるか習祉額つ日でめ国すと ζ つ応たたは害た積
長 日 けえ れる りか か牛 拠は い人 ら保 年を い以 h:_る民。つのでじ期場生者場立

舗ら百かかまらく金出免はほ二険金負て前く年年 てよいて間合活に合を
れ才を免す取のも年除そ保 O者も担はに明金金 まうま年とにのなやし
ま に 必 除 の り こ も 金 を の 険 才 で あ し 、生治(に こなす金免は中つ不て
せ な ず 承 で 残 の ら は 受 負 料 に あ り て 国ま四拠は とわ。が除、心た幸お
んつし認、さ制えもけ担をなるま支がれ十出、 にけ 出き保者場にき
。てなを保れ度なちてが収つ人す給そた四年保 よで るれ険が合し
もく得険るにくるい困めてやがさの人年金険 い 、 こた料な、て年Zてる料こよなんな難る加、、れ費 な 四 ) 料 制 お と期をくあ身を

はかをとるり、けなか入こ現る用ど月だを 度互 に間納なる体と
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保
険
料
の
納
付
の
方
法
で
す

が
、
建
前
と
し
て
は
被
保
険
者

の
方
々
が
町
役
場
や
出
張
所
で

印
紙
を
買
い
、
手
帳
に
は
っ
て

検
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

納
め
方
に
つ
い
て
は
、
過
去
に

経
験
も
な
く
、
実
際
問
題
と
し

て
非
常
に
む
つ
か
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
町
と
し
て
は

区
長
さ
ん
の
奉
仕
的
な
協
力
に

よ
っ
て
個
別
集
金
を
し
て
い
ま

す
が
、
毎
月
毎
月
保
険
料
を
収

め
る
こ
と
が
、
な
か
に
は
仕
事

の
内
容
や
家
庭
の
事
情
で
大
変

面
倒
な
方
も
あ
り
、
と
き
に
は

都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
留

守
で
あ
っ
た
り
、
忙
が
し
く
つ

い
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
も
っ
と
も
簡
単

で
、
都
合
の
よ
い
と
き
、
有
利

に
収
め
る
方
法
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
応
じ
て
で
き
て
い
る
の
が
保

険
料
前
納
制
度
で
す
。

て
保
険
料
一
削
納
制
一
度
の
内
容

①
前
納
に
よ
る
割
引
額

保
険
料
が
年
五
分
五
厘
の
複

利
計
算
で
割
引
か
れ
ま
す
。

②
前
納
出
来
る
期
間

年
を
単
位
と
し
て
お
こ
な
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か

ら
何
日
か
ら
で
も
、
そ
の
と

き
よ
り
向
う
一
ヶ
年
分
、
十

年
分
、
又
は
全
期
間
と
い
う

よ
う
に
自
分
の
希
望
す
る
期

間
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
を

ま
す
。
複
利
で
す
か
ら
前
納

期
間
が
長
い
ほ
ど
割
引
額
が

多
〈
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す

①
前
納
方
法

イ
現
金
と
年
金
手
帳
を
役

場
等
に
出
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
、
定
め
ら
れ
た
方
法
に

よ
り
役
場
で
納
入
し
ま
す
。

ロ
日
太
勧
業
銀
行
等
に
一

定
額
(
五
万
円
)
を
定
期
積

金
を
し
て
お
き
、
そ
の
利
子

を
銀
行
が
払
い
込
む
方
法
で

す
。
自
動
的
に
保
険
料
が
掛

け
ら
れ
る
う
え
に
預
け
た
元

金
に
利
子
も
っ
さ
、
一
石
二

鳥
の
方
法
で
す
。

勧
銀
年
金
預
金
の
場
合
の
例

を
と
っ
て
み
ま
す
と
、
二

O

才
で
加
入
し
五
万
円
預
金
で

六
十
五
才
に
は
保
険
料
が
全

部
か
け
ら
れ
た
う
え
、
二
九

万
八
七
七
円
が
手
元
に
か
え

っ
て
き
ま
す
。

④
前
納
保
険
料
の
還
付

前
納
し
た
保
険
料
は
被
保
険

者
で
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
以

後
の
期
間
分
は
還
付
さ
れ
ま

す。

ど

例
え
ば
二

O
才
か
ら
六

O

才
ま
で
の
全
期
間
前
納
し
た

人
が
満
コ
一

O
才
で
な
く
な
っ

た
と
し
ま
す
と
、
前
納
額
二

万
三
千
五
百
四
十
円
に
対
し

遺
族
に
は
前
納
し
た
額
よ
り

も
多
い
二
万
四
千
三
百
円
が

返
り
、
死
亡
一
時
金
が
一
万

四
千
円
支
払
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
そ
の
死
亡
が
夫
で
、

妻
に
一
八
才
末
満
の
子
が
一

人
い
る
と
、
母
子
年
金
が
毎

年
一
万
九
千
二
百
円
が
給
付

さ
れ
、
二
人
以
上
の
子
が
あ

る
と
ま
は
、
二
人
目
よ
り
一

人
に
つ
き
四
千
八
百
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

二
、
生
活
設
計
と
前
納

み
な
さ
ん
方
の
御
家
庭
で
も

い
ろ
い
ろ
と
、
よ
り
合
理
的
に

内
容
の
充
実
し
た
生
活
の
改
善

に
つ
、
ぎ
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
与

も
に
将
来
の
生
活
設
計
を
考
え

て
い
る
と
と
と
思
い
ま
す
。

農
家
で
も
最
近
、
農
業
経
営

の
近
代
化
に
つ
い
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生
活

設
計
に
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け

て
の
臨
時
収
入
や
こ
の
秋
の
収

穫
代
金
で
、
有
利
で
便
利
な
国

民
年
金
の
前
納
を
と
り
入
れ
、

将
来
の
生
活
に
備
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

世
間
で
よ
く
「
あ
の
う
ち
は

お
じ
い
さ
ん
に
恩
給
が
つ
い
て

い
る
か
ら
、
ら
く
な
も
の
で
す

よ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

す
が
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
若

い
時
、
ま
じ
め
に
掛
金
を
か
け

て
い
た
こ
と
が
み
の
っ
た
の
で

す
。
い
ま
ま
で
は
公
務
員
や
先

生
、
又
は
会
社
員
な
ど
限
ら
れ

た
人
の
特
権
で
あ
り
ま
し
た
が

国
民
年
金
が
出
来
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
み
ん
な
が
将
来
、
年
金

(
恩
給
)
を
も
ら
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

私
達
の
一
生
で
、
い
つ
起
る

か
も
知
れ
な
い
病
気
や
ケ
ガ
に

よ
る
障
害
、
死
亡
と
い
う
事
故

又
は
老
令
か
ら
生
活
を
守
る
た

め
、
国
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く

っ
て
い
る
国
民
年
金
を
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
設
計
に
充
分
と
り

入
れ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

E

つ。

恵
ま
れ
な
い

母
子
家
庭
児
童
の
進
学
に
は

予
約
貸
付
制
度
を
御
利
用
下

さ

い

只
今
、
昭
和
一
二
十
八
年
度
母
一
の
で
す
。

子
福
祉
資
金
、
高
等
専
門
学
校
一
①
貸
付
金
額

修
学
資
金
の
予
約
貸
付
を
受
付
一
高
等
学
校
月
額
一
・
0
0
0
円

け
て
を
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
一
高
等
専
門
学
校
一
学
年
1

母
子
家
庭
や
父
母
の
な
い
児
童
一
三
学
年
月
額
一
・
0
0
0
円

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
一
四
学
年
J
五
学
年

を

断

念

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

一

月

額

三

・

8
0円

と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
修
一
な
お
、
く
わ
し
い
事
は
町
役

学
資
金
の
予
約
貸
付
を
行
な
い
一
場
住
民
課
へ
御
問
い
合
わ
せ
下

恵
ま
れ
な
い
児
童
の
進
学
を
容
一
さ
い
。

日
勿
に
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
一

4AF~
も
け

{

t

F

(20才と35才の人が前納した場合の割引額)

に?ととl1 。~ ・fl
! 5 I 出 9 1 0 全期

20才 前納額 1.170 2.280 3..300 4.330 I 5.280 I 6.170 I 7.020! 7.830 8.590 9.310 23.540 

の人
普通に納 1.200 2.400 3.600 4.800 6.000 I 7.200 8.400 9.600 10.800 12.000 63.000 めたとま

35才 前納額 1.760 3.420 5.000 6.500 7.910 9.260 10.530 11.740 12.880 13.970 24.860 

の人 普通に納き 1.800 3.600 5.400 7.200 9目。。。 10.800 12.600 I 14.400 16.200 I 18.000 45.000 
めたと
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A

A

百
~
最
近
の
複
雑
、
困
難
な
交
通
事
情
に
対
し
、

仁
よ
'
朝
関
係
機
関
、
団
体
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

担
日
刊
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
総
合
的
な
交
通
事
故
防

一
;
ヘ
抑
止
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
安

ト
ト
世
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
長
浜
町
交
通
安
全
推
進

守

1
内
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
第
一
回
の
協
議
会

t
i
》
を
十
月
十
二
日
午
前
九
時
よ
り
役
場
会
議
室
で

の
旬
開
催
、
次
の
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

』

時

二

~

会

長

長

浜

町

長

末

、

氷

芳

朗

jι/
ニ

ザ

副

会

長

消

防

団

長

一

宮

亀

久

雄

Lι《
A

H

交
通
安
全
協
会
長
大
田
亀
三
郎

ar
一

旬

島

理

事

区

長

会

長

明

関

定

市

、

一

凡

伊

グ

高

等

学

校

長

篠

崎

鷹

近

」

p
~
内

H

小
中
学
校
長
会
長
富
田
運
夫

一

イ

ノ

切

が

連

合

婦

人

会

長

鎌

田

定

子

'

9

9

4

r

H

連

合

青

年

団

長

亀

田

哲

久

、

〆

内

グ

小

中

学

校

P
T
A
連
合
会
長

~

西

村

護

口

一

日

開

グ

役

場

総

務

課

長

増

田

晴

茂

H
F
酔

委

員

議

会

議

長

西

国

司

同

岡

崎

愛

次

郎

わ
一

μ

教
育
委
員
会
委
口
貝
長

I
i
e
一

ザ

グ

高

等

学

校

P
T
A
会
長

ロ

ド

可

制

西

国

唯

次

J

i

内

H

幼

稚

園

長

田

淵

温

子

町

小

谷

喜

士

口

L
T
E
w

時

庁

保

育

園

長

小

泉

周

一

ザ

足

利

良

音

:

酬

が

国

鉄

長

浜

駅

長

中

本

稔

品

本

田

重

太

郎

内

グ

伊

予

鉄

長

浜

営

業

所

長

向

日

定

沢

淳

(

順

不

同

)

M

M

商

工

会

長

松

田

弥

生

十

月

十

九

日

に

役

員

会

を

開

一

実

施

事

項

，

品

戸

、

事

故

防

止

対

策

に

つ

い

て

協

一

小

有

線

放

送

、

広

報

車

に

よ

る

旅

館

料

飲

組

合

長

富

岡

理

吉

一議
し
た
結
果
、
毎
月
二
十
日
を
一
交
通
事
故
防
止
の
周
知
徹
底

日

H

愛
媛
新
聞
長
浜
通
信
所
長
交
通
安
全
の
日
に
旨
定
J

、
こ
一
向
歩
行
者
の
現
地
指
導

5

青

野

義

夫

f

1

一

の
日
を
中
心
に
事
故
防
止
運
動
一
(
川
道
路
標
識
の
受
備

月
一

μ

建
設
業
者
代
表
者
宮
本
勝
を
強
力
に
推
進
す
る
事
と
し
た
一

1
4
E

』

1
4
一

E
t
-
-
1
1
1
・・
f
九
f
-
E
f
-
-
r
t
i
-
-
-
-
J
1
3
・九
f
1
・f
1
f
l
e
f
t
-
-
1
1
:
・・I
L
-
-
3
1
J
1‘
f
E
-
l
i
f
t
-
-
1
1
:
・・J
1
・・2
『

f
・1
・f
1
・2
・I
f
-
-
-

咋

一

官

一

一

一

一

一

回

一

雑

音

の

な

い

モ

紅

一

本

町

は

交

通

安

全

町

と

し

て

一

理

由

一

ち

、

交

通

安

全

運

動

の

推

進

、

一

ヂ

ル

地

区

に

由

昭
一
交
通
道
徳
を
高
錫
し
交
通
事
故
一
最
近
の
複
雑
、
且
つ
困
難
な
一
及
び
交
通
の
円
滑
化
を
は
か
る
一
滝
地
区
が
選
任
一

一
の
絶
滅
た
期
し
、
以
て
住
民
生
一
る
交
通
事
情
は
、
交
通
事
故
の
一
た
め
交
通
安
全
町
宣
言
を
行
な
一
さ
れ
る
、
九

一
活
の
安
全
福
祉
を
増
進
す
る
も
一
頻
発
を
誘
起
し
、
人
名
及
び
財
一
ぃ
、
住
民
総
ぐ
る
み
に
よ
っ
て
一

一

一

一

一

ラ

ジ

オ

の

雑

音

の

一
の
と
す
る
。
一
墜
に
重
大
な
る
脅
威
を
与
え
て
一
所
期
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と
す
一
防
止
知
識
の
普
及
啓
蒙
を
は
か

一
五
日
一
言
す
る
。
一
い
る
こ
と
は
憂
慮
に
堪
え
な
い
一
る
も
の
で
あ
る
。
一
る
た
め
今
度
、
県
雑
音
防
止
協

E

一

一

一

議

会

よ

り

白

滝

地

区

と

上

浮

穴

長

浜

町

一

弦

に

本

町

は

、

各

種

関

係

機

関

一

一

郡

小

田

町

が

特

別

防

止

地

域

に

長

浜

町

議

会

一

及

び

団

体

と

密

接

な

連

絡

を

保

一

.

選

定

さ

れ

ま

し

た

。

伊リ

十
一
月
十
五
日
ま
で

。
第
二
期
を

十
一
月
十
六
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

と
し
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
長
浜
支

庖
(
町
役
場
任
民
課
)
で
取
り

ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

な
お
編
み
方
は

川
各
家
庭
の
残
り
毛
糸
を
利

用
し
、
一

0
セ
ン
チ
平
方
t

ガ
ー
タ
ー
一
漏
み
と
す
る

J

愛
の
日
セ
シ
チ
編
み
運
動
と
は

ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
残
り

毛
糸
で
叩
セ
ン
チ
角
の
編
み
も

の
を
作
り
、
そ
れ
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
毛
布
、
膝
か
け
等
に
し

保
護
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る

親
の
な
い
子
供
や
身
寄
り
の
な

い
老
人
に
贈
り
、
暖
か
な
冬
を

過
ご
し
て
も
ら
う
運
動
で
、
従

来
N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団
が

全
国
に
呼
び
か
け
て
実
施
し
て

一
愛
の
叩
セ
ン
チ
毛
糸
あ
み

一

運

動

に

御

協

力

下

さ

い

い
ま
す
が
、
特
に
本
年
は
愛
媛

県
に
お
い
て
、
一
人
一
人
の
婦

人
の
愛
情
と
ま
ご
こ
ろ
を
結
集

し
て
子
供
の
幸
せ
を
守
り
、
社

会
を
明
る
く
す
る
婦
人
と
も
し

び
運
動
の
一
環
と
し
て
推
進
し

婦
人
に
よ
る
福
祉
県
エ
ヒ
メ
の

精
神
的
基
盤
を
き
づ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

こ
の
運
動
は

。
第
一
期
を

十
月
一
日
か
ら

凶
編
み
終
り
の
糸
が
あ
ま
れ

ば
四

O
セ
シ
チ
く
ら
い
の
長

さ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
用
糸

!
と
し
て
つ
け
て
お
く
こ
と
。

パ
余
ら
な
け
れ
ば
っ
け
な
く

て
も
よ
い
)

す
べ
て
の
婦
人
は

-
人
一
枚
女
性
の

愛
と
ま
ご
こ
ろ
を
あ
わ
せ

大
き
く
社
会
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
/

愛
媛
県
立
保
育
専
門
学
校

入

学

案

内

設
立
目
的

本
校
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
児
童
の
保
育
に
従
事
し
よ

う
と
士
山
す
女
子
に
対
し
必
要
な
理
論
と
実
技
を
習
得
さ
せ
る

共
に
社
会
事
業
精
神
の
酒
養
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

就

職卒
業
者
は
保
母
資
格
が
与
え
ら
れ
、
児
童
福
祉
施
設
で
働
く

こ
と
が
で
ま
る
。

児
童
福
祉
施
設
に
は

山

保

育

所

凶

養

護

施

設

問

教

護

院

凶

精

神

薄
弱
児
施
設
問
盲
ろ
う
あ
児
童
施
設
附
虚
弱
県
J

施
設
問
肢
体
不
自
由
児
施
設
矧
児
童
厚
生
施
設

等
が
あ
る
。

一
、
募
集
人
員
五

O
人

二
、
受
験
資
格

山
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
者
、
若
し
く
は
通

常
の
課
程
に
よ
る
十
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

又
は
文
部
大
臣
に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格

を
有
す
る
と
認
定
し
た
者
。

間
満
十
八
才
以
上
の
女
子
で
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
二

年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た
者
。

一
二
、
試
験
施
行
は
三
月
十
八
日

1
二
十
日

入
学
願
書
は
町
役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

" ) 
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第 71号

農

業

二

二

Mm

製
造
業
六
一
労

。
投
下
資
本
額
(
二
十
六
年

t

一
一
十
八
年
)

製
造
業
二
十
二
万
円

農

業

九

万

円

(
合
土
地
十
七
万
円
)

コ
一
十
三
年

1
三
十
五
年

で
は
農
業
構
造
改
善
と
は
、
一
ご
と
に
順
を
追
っ
て
内
容
を
説
一
製
造
業
五
十
六
万
円

前

号

で

述

べ

た

八

項

目

二

十

七

一

明

し

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

農

業

十

二

万

円

種
目
に
止
ま
る
の
か
と
甲
し
ま
一
第
一
番
に
我
々
が
今
迄
何
十
一
(
合
土
地
二
十
七
万
円
)

す
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
一
年
か
や
っ
て
来
た
農
業
が
、
ど
一
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
度
渦

こ
の
種
目
以
外
に
も
多
数
の
内
一
う
し
て
時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
一
農
業
構
造
改
善
事
業
で
農
業
に

容
の
意
味
の
あ
る
事
を
忘
れ
て
一
の
か
、
文
自
由
貿
易
を
そ
れ
ほ
一
対
す
る
設
備
投
資
を
大
ぎ
く
す

は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
人
は
こ
一
ど
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
る
わ
け
で
す
が
、
而
し
投
下
資

の
よ
う
に
も
一
言
っ
て
い
ま
す
。
一
い
の
か
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
一
本
に
対
し
て
は
利
益
が
な
け
れ

「

近

代

経

営

や

近

代

技

術

を

自

一

ぅ

。

一

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

農

業

の

利

分
の
も
の
と
し
て
と
り
入
れ
、
一
ま
ず
所
得
の
面
か
ら
見
ま
す
一
益
率
は
他
産
業
に
比
較
し
て
こ

近
代
社
会
に
独
立
独
歩
し
て
行
一
と
、
他
産
業
は
年
々
す
ば
ら
し
一
れ
も
率
が
低
い
よ
う
で
す
。

く
こ
と
の
出
来
る
農
民
を
作
る
一
い
伸
長
を
し
て
い
る
に
も
か
二

O
投
下
資
本
額
一
万
円
の
純
生

こ
と
、
こ
れ
が
一
番
早
い
。
又
一
わ
ら
ず
、
農
業
所
得
の
伸
び
は
一
産
を
上
げ
る
の
に
要
す
る
額

良
い
農
業
構
造
改
善
で
あ
る
。
一
わ
ず
か
三
Mm
に

す

ぎ

ま

せ

ん

。

一

製

造

業

九

万

円

即
ち
人
作
り
に
あ
る
の
で
あ
る
一
し
か
し
、
こ
の
コ
芳
は
諸
外
国
一
農
業
二
十
二
万
円

近
代
産
業
の
一
つ
と
し
て
近
代
一
の
農
業
の
伸
び
と
比
較
し
て
決
一
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
何
で

農

業

を

誰

に

も

負

け

な

い

で

、

一

し

て

低

い

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

一

:

誰
の
力
も
借
り
な
い
で
実
行
す
一
ん
が
、
神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
一
も
か
ま
わ
ぬ
い
ろ
/
¥
便
利

る
事
の
出
来
る
農
民
を
教
育
す
一
と
他
産
業
の
伸
び
が
異
常
に
高
一
な
施
設
さ
え
す
れ
ば
農
業
の
生

る
ζ

と
で
あ
る
。
」
一
か
っ
た
た
め
に
、
益
々
大
き
く
一
産
は
上
が
っ
て
行
く
の
だ
、
設

と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
こ
一
聞
き
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
一
備
さ
え
す
れ
ば
由
民
業
構
造
改
善

と
に
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
。
一
こ
れ
と
共
に
農
業
は
他
産
業
と
一

一

一

が

出

来

る

の

だ

と

考

え

て

は

、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
は
他
一
比
較
し
て
投
下
資
本
が
少
な
い
-

と
の
関
連
が
多
く
な
り
、
直
ち
一
こ
と
も
一
つ
の
原
因
で
す
。
以
一
借
金
だ
け
が
残
る
こ
と
に
、
な
り

に
こ
の
こ
と
に
取
り
か
L
る
事
一
前
は
、
農
業
は
土
地
を
含
め
る
↑
ま
す
。
で
は
何
を
ど
の
よ
う
に

も
出
来
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
農
一
と
投
下
資
本
が
大
き
い
と
云
う
一
す
る
か
?
と
云
う
こ
と
に
な
り

林
省
と
し
て
は
直
接
の
問
題
で
一
こ
と
を
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
一

一

一

ま

す

が

、

次

号

で

は

順

序

と

し

あ
る
経
済
安
定
農
家
作
り
を
回
一
が
、
現
在
は
非
常
に
少
な
く
な
一

標
と
し
た
施
策
を
打
出
し
た
わ
一
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
一
一
干
五
一
て
自
由
貿
易
に
よ
る
影
響
を
考

け
で
あ
り
ま
す
。
で
は
各
項
目
一
年
度
の
設
備
投
資
率
を
見
て
み
一
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

轟
均

NYS
時醐w
b
旬、h
高官。¥恥噌、合、阪
W
9
K
将、、
h
晶
酎

Sと
出
w
q
h
品喝さた蜘即日、、夜、白鳥
Y
、、品目可
t
b号、
h
晶岨司、号、時司
h

ぷ柱、、占個々
A
?と
人
帝
8

農

{古i
;こ it
つ主

て

ま
す
と

~ (2) 

りf璽王の同了(毎用ユ回発行)

/f//勤労者

農家と勤労者世帯の収入比較

1人当りの比較(年間)
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世帯当りの比較(年間)
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幕
式
に
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老
人
健
康
福

祉
相
談
所
開

設
県
に
お
い
て
は
次
の
要
領
に

よ
っ
て
老
人
健
康
福
祉
相
談
所

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
希
望
者
は
十
一
月
十
日
ま

で
に
住
民
課
(
叉
は
出
張
所
)

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

一
、
目
的

本
県
に
お
け
る
六
十
才
以
上

の
老
人
数
は
十
六
万
六
千
五
百

人
で
、
県
の
総
人
口
の
一
一
、

一
必
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
老
人
の
健
康
と
福
祉
を
高

め
る
た
め
に
、
県
下
各
地
に
お

い
て
老
人
健
康
福
祉
相
談
所
を

開
設
し
、
健
康
相
談
と
各
種
心

配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
老
人

福
祉
の
向
上
を
は
か
る
。

一
、
開
設
場
所

各
郡
市
ご
と
に
一
ケ
所
開
設

す
る
c

本
年
度
は
喜
多
郡
で
は

長
浜
町
と
す
る
。
(
実
施
場
所

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
)

一
、
相
談
事
業
の
内
容

山

健

康

相

談

血
圧
測
定

検
尿
、
老
人
病
に
対
す
る
健

康
相
談

山
心
配
ご
と
相
談

各
種
心
配
ご
と
相
談

一
、
対
象
者
の
範
囲

年
令
満
六
十
才
以
上
の
者
(

病
気
の
た
め
現
在
医
師
の
診
療

を
受
け
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
)

一
、
心
配
ご
と
相
談

福
祉
事
務
所
、
市
町
村
心
配

ご
と
相
談
所
の
相
談
員
、
弁
護

士
等
の
各
相
談
員
に
お
い
て
各

種
心
配
ご
と
相
談
に
応
じ
る
。

p
f
b
屯晶
s
g
恥宮島
F
島
車
、
r
晶弘嘩
J
皆、哩

ヅ
カ

νイ
事
は
し
な
い
の
が
井
ノ

ν
ミ
を
食
べ
る
時
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

栄
養
V
グ
ナ
ル
/

牛
乳
は
小
口
に

飲
み
ま
し
ょ
う
/

牛
乳
を
よ
く
一
息
に
飲
む
人

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
飲

み
方
で
は
牛
乳
の
蛋
白
質
が
胃

の
中
で
大
き
な
塊
に
凝
固
し
て

消
化
吸
収
に
不
利
で
す
。
小
口

に
少
し
ゃ
っ
つ
飲
め
ば
唾
液
と
よ

く
混
合
し
、
胃
で
小
さ
な
塊
に

凝
回
す
る
の
ご
消
化
吸
収
が
高

ま
り
ま
す
。

牛
乳
も
、
か
ん
で
飲
め
と
云

わ
れ
る
位
で
す
。

青
少
年
保
護
育
成

運
動
に
ち
な
ん
で

よ
り
よ
き
未
来
へ
の
前
進
の
力
を

歴
史
的
人
物
の
青
春
期
に
探
る

お

が

く

ら

て

ん

し

ん

岡

倉

天

心

奇
男
侠
骨
、
開
一
洛
栄
枯
は

何
の
そ
の
、
堂
々
男
子
は

死
ん
で
も
よ
い
。

天
心
、
岡
倉
覚
一
一
一
が
つ
く
っ

た
歌
だ
と
い
わ
れ
る
。
胸
を
は

っ
て
芦
高
ら
か
に
一
請
す
る
歌
だ

そ
し
て
男
の
歌
で
あ
る
。
作
詩

が
ま
ず
い
と
か
曲
に
乗
ら
な
い

な
ど
と
批
評
す
る
者
が
あ
っ
た

ら
、
彼
は
そ
ん
な
こ
と
を
い
う

奴
は
つ
い
て
く
る
な
と
い
う
だ

ろ
う
。
男
が
男
ら
し
く
あ
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
に
立
派
で
あ
る

と
と
か
。
天
心
を
み
て
い
る
と

う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
そ
れ
を

感
ず
る
。
そ
し
て
、
た
し
か
に

美
術
の
仕
事
が
堂
々
た
る
男
子

の
仕
事
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
彼
の
よ
う
な
指
導
者
が

あ
ら
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ

た。
と
こ
石
で
、
天
心
-
岡
倉
覚

三
は
、
は
じ
め
か
ら
美
術
界
の

指
導
者
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ

て
を
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼

は
、
は
じ
め
十
四
才
で
開
成
学

校
に
入
っ
た
と
き
、
恐
ら
く
は

も
っ
と
他
の
も
の
を
や
る
つ
も

り
だ
っ
た
ろ
う
。
開
成
学
校
と

い
う
の
は
今
の
東
京
大
学
の
前

身
で
、
彼
自
身
も
そ
の
改
称
さ

れ
る
の
を
在
学
中
に
経
験
し
て

い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
学
ぶ
者

は
入
っ
た
時
か
ら
天
下
国
家
の

指
導
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

た。
彼
A

は
そ
の
東
京
大
学
を
十
八

才
の
芳
さ
で
卒
業
す
る
。
今
で

い
え
ば
十
六
才
の
年
で
あ
っ
た

前
後
四
年
間
の
勉
学
で
あ
っ
た

が
、
彼
の
大
学
時
代
と
い
う
も

の
は
な
か
な
か
波
乱
に
富
ん
で

い
る
。
あ
ま
り
に
も
早
い
卒
業

が
い
わ
ゆ
る
秀
才
タ
イ
プ
の
線

の
細
い
人
と
な
り
を
感
じ
さ
せ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
な
か
な

か
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

天
心
は
、
十
二
、
一
ニ
歳
の
頃

か
ら
酒
を
飲
み
は
じ
め
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
頃
、
東
京
日
本

橋
の
賜
殻
町
で
旅
館
を
営
ん
で

い
た
彼
の
父
の
と
こ
ろ
へ
は
、

後
妻
に
き
た
犬
野
氏
の
弟
が
寄

宿
し
て
い
た
が
、
こ
の
人
が
大

変
な
放
蕩
者
で
あ
っ
た
の
で
、

い
つ
し
か
そ
の
感
化
を
天
心
に
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も
与
え
て
い
た
ら
し
い
。

酒
を
飲
ん
だ
り
吉
原
へ
遊
び

に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
不
愉
快
な
こ
と
で
は

な
い
。
徳
川
三
百
年
の
歴
史
が

腕
に
よ
り
を
か
け
て
男
の
心
を

と
ら
え
る
よ
う
に
つ
く
り
あ
げ

て
い
る
世
界
だ
。
天
心
が
そ
れ

に
心
を
と
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
隆
べ
つ
す
る
の
は
早
い
の
で

あ
る
。
加
う
る
に
彼
の
家
に
は

恒
産
が
あ
っ
た
。

彼
は
さ
ん
ぎ
ん
に
放
蕩
を
し

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
方

で
は
勉
強
も
よ
く
し
て
い
た
。

得
意
と
す
る
の
は
文
科
方
面
で

そ
の
方
で
は
ズ
パ
抜
け
て
よ
い

成
績
を
と
っ
た
と
い
う
。
「
よ

〈
遊
ひ
ょ
く
学
べ
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
地

で
い
っ
た
の
が
彼
と
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
彼
の

勉
強
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
世

間
一
般
の
勉
強
と
は
ち
が
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
学
校
の
成
績
を

上
げ
る
た
め
に
や
る
の
で
は
な

い
。
面
白
い
か
ら
や
る
と
い
っ

た
ふ
う
だ
。

だ
か
ら
、
嫌
い
な
理
科
方
面

は
さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
大
学
の
卒
業
も
危
か

っ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
何
も
彼
も
成
績
を
よ
く

し
て
、
そ
う
し
て
一
番
に
な
っ

て
、
う
ま
い
と
と
を
し
て
や
ろ

う
な
ど
と
い
う
さ
も
し
い
気
持

ち
が
少
し
も
な
い
の
だ
。
今
日

の
い
わ
ゆ
る
秀
才
た
ち
に
爪
の

あ
か
で
も
煎
じ
て
送
り
た
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
彼
が
い

よ
い
ぷ
大
学
を
卒
業
す
る
と
い

弓
時
に
、
大
変
な
こ
主
が
持
ち

あ
が
っ
た
。
彼
は
い
ろ
い
ろ
な

経
緯
で
大
学
を
卒
業
す
る
前
に

妻
を
待
っ
た
が
そ
の
妻
が
彼
の

依
然
と
し
て
止
ま
な
い
放
蕩
に

憤
慨
し
て
大
学
の
卒
業
論
文
を

破
ぶ
り
捨
て
た
の
だ
。
こ
れ
は

「
国
家
論
」
を
あ
つ
か
っ
た
も

の
で
、
彼
が
二
ヶ
月
も
か
L
っ

て
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た

さ
す
が
の
彼
も
青
く
な
っ
た

が
、
そ
こ
は
大
担
不
敵
、
何
が

何
で
も
卒
業
す
る
ぞ
/
と
、
あ

ま
っ
た
二
週
間
で
そ
れ
を
書
き

あ
げ
て
し
ま
う
。
今
度
は
「
美

術
論
」
だ
。
政
治
の
問
題
か
ら

芸
術
へ
の
急
転
回
、
た
い
へ
ん

な
転
回
だ
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
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あ
な
た
の
血
液
で

尊
い
幾
多
の
生
命
を

救
い
ま
し
ょ
う

①

献

血

と

は

一

あ

ら

か

じ

め

預

け

て

お

き

、

総

自
分
の
血
液
を
無
償
で
奉
仕
一
血
を
必
要
と
す
る
と
き
、
自
分

し
、
貧
困
者
又
は
献
血
家
族
で
一
家
族
、
友
人
、
職
場
の
人
々
、

輸
血
を
必
要
と
す
る
場
合
は
無
了
セ
の
他
指
定
さ
れ
た
人
に
払
い

償
で
輸
血
を
受
け
る
こ
と
が
で
一
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
ま
ま

き

ま

す

。

一

す

。

な

お

、

く

わ

し

い

事

は

佳

①
預
血
、
返
血
と
は
一
民
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

自
分
の
血
液
を
血
液
銀
行
に
一
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愛
嬢
県
松
山
庁
舎
の

電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

林中愛松松松松中松 号
政予媛山山山山予山 が十
課蚕県教中保土福県 左二
、業立育央健木祉事 記月
林技教事農所事事務 代一
業術育務業 務務所記表日
課指研所改 所所 番か
松導究良 号ら
山所所普 に松
女了 及 統山
室 所 ー庁
"--~--------------- さ舎

市松代 号県
外山表 三語
専及 @番 と中

用び一号 主意
一 り関

まの
し電
た話
。番番
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